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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第66回

２
０
２
３
年
の
出
生
数
は

72
万
７
２
７
７
人

　

２
０
２
４
年
６
月
５
日
、
厚
生
労
働
省
は
「
２
０ 

２
３
年
人
口
動
態
統
計
月
報
年
計（
概
数
）の
概
況
」を

公
表
し
た
。
図
１
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
２
０
２
３

年
の
出
生
数
は
72
万
７
２
７
７
人
で
、
前
年
の

77
万
７
５
９
人
よ
り
４
万
３
４
８
２
人
減
少
し
、
過

去
最
少
と
な
っ
た
。
そ
の
年
次
の
15
～
49
歳
ま
で
の

女
性
の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
た
合
計
特
殊
出
生

率
は
１
・
20
で
前
年
の
１
・
26
よ
り
低
下
し
て
い
る
。

　
『
市
政
』２
０
２
３
年
８
月
号
の
「
看
護
師
不
足
問

題
を
考
え
る
」
で
も
紹
介
し
た
が
、
最
近
、
自
治
体

病
院
の
現
場
に
入
る
と
聞
こ
え
て
く
る
の
が
、
深
刻

な
看
護
師
不
足
で
あ
る
。
多
く
の
自
治
体
病
院
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
積
極
的
に
行
っ

た
。
ま
ん
延
時
は
多
く
の
看
護
師
が
一
生
懸
命
看
護

を
行
っ
て
い
た
が
、
感
染
が
落
ち
着
い
て
き
て
若
い

看
護
師
を
中
心
に
退
職
が
相
次
い
で
い
る
と
い
う
も

の
だ
。

　

西
日
本
の
県
庁
所
在
地
に
立
地
す
る
、
あ
る
自
治

体
病
院
は
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
県
内
で
最
も
多

く
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
看
護
師
の
退
職
が
相
次
ぎ
、
入
院
患

者
の
受
け
入
れ
が
困
難
と
な
り
８
割
前
後
で
推
移
し

て
い
た
病
床
稼
働
率
が
２
０
２
３
年
度
に
は
約
60
％

ま
で
落
ち
込
む
。
病
床
稼
働
率
の
低
下
は
大
幅
な
収

益
悪
化
を
招
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
看
護
師
の
雇
用
難
は
、
交
通
の
便
の
悪

い
地
方
の
自
治
体
病
院
で
深
刻
で
あ
っ
た
が
、
現
在

は
都
市
部
の
中
核
病
院
で
も
起
き
て
お
り
、
完
全
に

環
境
が
変
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

激
減
す
る
18
歳
の
人
口

　
『
市
政
』２
０
２
３
年
８
月
号
で
も
書
い
た
が
、
看

護
師
不
足
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
が
、
根
本
的
な
要
因
と
し
て
少
子
化
の
進
展

に
よ
る
「
18
歳
の
人
口
の
減
少
」
が
あ
る
と
考
え
る
。

図
２
の
よ
う
に
、
１
９
９
２
年
に
２
０
５
万
人
い
た

18
歳
の
人
口
は
２
０
０
９
年
に
は
１
２
１
万
人
と

な
り
４
割
減
少
。
２
０
０
９
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま

で
は
１
２
０
万
人
前
後
を
維
持
し
て
い
た
（
本
来
で

あ
れ
ば
第
３
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
た
世
代

将
来
一
層
深
刻
化
す
る
医
療
人
材
不
足

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授　

伊
関
友
伸

図1　�出生数及び合計特殊出生率の年次推移

厚生労働省「2023年人口動態統計月報年計（概数）の概況」 
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で
あ
っ
た
が
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
は
起
き
な
か
っ
た
）が
、

２
０
２
３
年
に
は
１
０
９
万
人
と
１
１
０
万
人
を

割
っ
て
い
る
。
２
０
３
５
年
に
は
96
万
人
と
１
０
０
万

人
を
割
り
込
む
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
も
出
生
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

18
年
後
の
２
０
４
１
年
の
18
歳
の
人
口
は
72
万
人

程
度
と
な
る
。
２
０
２
４
年
の
１
０
９
万
人
か
ら

２
０
４
１
年
の
72
万
人
程
度
ま
で
約
37
万
人
程
度
減

少
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

毎
年
の
18
歳
の
人
口
の
大
幅
減
少
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

は
困
難
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
医
療
人
材
の
配
分
を

考
え
て
も
、
２
０
２
３
年
の
出
生
数
72
万
人
に
対

し
、
２
０
２
３
年
の
医
学
部
定
員
９
３
８
４
人
（
文

部
科
学
省
デ
ー
タ
）、
２
０
２
１
年
薬
学
部
定
員

１
万
３
２
０
５
人
（
２
０
２
２
年
７
月
22
日
薬
学
部

教
育
の
質
保
証
専
門
小
委
員
会
資
料
）、
看
護
師
養

成
所
総
定
員
25
万
８
０
６
８
人 

（
２
０
２
２
年
度
、

日
本
看
護
協
会
デ
ー
タ
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
臨
床

検
査
技
師
や
放
射
線
技
師
な
ど
の
医
療
技
術
職
や

介
護
専
門
職
の
人
材
確
保
を
考
え
れ
ば
人
材
は
全

く
足
ら
な
い
状
況
と
な
る
。

　

当
然
、
日
本
の
社
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
農

林
漁
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
、
商
業
、
小
売
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
、
教
育
・
公
務
分
野
な
ど
の
人
材
配
分
が
必

要
と
な
る
。
医
療
・
介
護
人
材
に
配
分
で
き
る
人
材

数
に
は
限
り
が
あ
る
。

医
療
人
材
不
足
時
代
の
自
治
体
病
院

　

こ
れ
か
ら
、
医
療
へ
の
人
材
供
給
が
大
幅
に
減
少

す
る
一
方
、
後
期
高
齢
者
は
急
増
し
て
い
く
。
過
去

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
医
療
人
材
の
需
要
と
供
給
の

変
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
提
供
体
制
の
在
り
方
に

大
き
く
変
更
を
迫
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま

で
の
常
識
が
通
じ
な
い
時
代
と
な
る
こ
と
が
確
実
で

あ
る
。
医
療
・
介
護
人
材
不
足
は
、
あ
る
程
度
人
工

知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
な
ど
科
学
工
学
の
進

歩
な
ど
で
仕
事
を
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
は
で
き

る
。
し
か
し
、
医
療
・
介
護
の
ケ
ア
部
分
は
簡
単
に

は
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
医
療
施
設
や
医

療
人
材
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
抜
本
的
に
見
直
し
、

新
し
い
形
に
置
き
換
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
人
を
使
い

捨
て
る
モ
デ
ル
は
限
界
を
迎
え
て
い
る
。
い
か
に
地

域
の
医
療
人
材
を
育
て
る
か
、
能
力
を
高
め
る
か
が

重
要
な
時
代
と
な
る
。

　

自
治
体
病
院
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対

応
が
典
型
で
あ
っ
た
が
、
緩
衝
材
と
し
て
地
域
の
課

題
に
対
応
す
る
医
療
機
関
で
あ
る
。
時
代
の
大
変
化

を
読
み
、
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
自
治

体
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
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の
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ク
レ
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ス
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図2　�平成に入っての18歳の人口の推移
（万人）

文部科学省「18歳人口と高等教育機関への進学率等の推移（2023年9月25日）」のデータにより作成
2023年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和5年推計）、出生中位・死亡中位」を基に作成


